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はじめに

生駒山地の西麓一帯は、古代より人々が生活を営んだ場所であり、したがって

現在までに数多くの遺跡の存在がしられている所であります。今回の報告は、こ

れらの遺跡の一つである横小路町3丁目から 4丁目に広がる馬場川遺跡について調

査したものであります。この遺跡は、現在までに数回にわたる調査を実施し縄文

時代晩期から古墳時代初期まで断続的に人々が居住していたことが判明しており

ますが、遺跡の範囲が75,000面と広大なため未だ詳細については完全に解明され

ていない面があると考えられます。

今回の調査は、住宅の新築に伴って行なったもので、規模としてはさほど大き

なものではありませんでしたが、発見された 2つの井戸から出土した土器により

中河内における弥生時代終末期の一端を明らかにする新知見を提供することがで

きました。

この報告が周辺地域史研究の一助となり、文化財保護への一層の理解と認識を

深めていただけることになれば習！外の喜びとするところであります。

最後に、この調査を実施するにあたり御協力をいただいた土地所有者の出口芳

興氏をはじめとして、報告出版にいたるまで直接、間接にかかわらず援助をい

ただいた関係諸機関、学生諸氏に心より感謝の意を表します。

昭和52年3月31日

東大阪市迫跡保護調査会

理事長 小林俊



.' 例 言

1. 本書は、東大阪市教育委員会により昭和49年度の国庫補助事業の一環として

住宅新築にともなって緊急調査が実施された馬場川遺跡内、横小路町4丁目 744

番地の発掘調査報告である。

2. 調査は、下村晴文•福永信雄を担当として昭和50年 2 月 14 日から 2 月 17 日ま

での4日間にわたって実施した。

3. 調査によって出土した遺物の整理は、昭和50年度東大阪市教育委員会の委託

事業として東大阪市迫跡保護調査会に委託された。

4. 本書の各項のうち、 Iを下村晴文が、 II・ Illを福永信雄が、 Nを芋本隆裕が

それぞれ担当し、 Vを福永・芋本両名が協議して執筆した。

5. 本書に収載した実測図は、調査に参加した全員の協力によって作成され製図

は芋本隆裕•松田順一郎が担当した。

6. 出土迫物のうち、土器の復元は本田圭子・葛本高子•井田和太の手によるも

のである。

7. 図版に収めた写真は、迫構を福永信雄、遺物を上野利明が主として撮影した

ものである。

8. 調査に際しては、飯塚典正・オ原金弘・今井 清•福永誠次・山本佑作・和

田法子・信定悦子の諸氏から協力を得た。記して謝意を表したい。

9.本書に掲載したこの地図は、建設省国土地理院長の承認を得て、同院発行の

2.5万分の 1地形図を複製したものである。（承認番号）昭52近複、第81号
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I 調査に至る経過

昭和49年5月18日付をもって、出口芳典氏より、東大阪市横小路町744番地における土木工

事等による発掘届の提出が束大阪市教育委員会にあった。市教委では、土木工事予定地が周知

の馬場川遺跡の範囲内にあたるために、縄文時代の北落跡が続くことが十分に考えられるため

発掘調査が必要であると判断した。ちょうど昭和49年度事業として馬場川遺跡の緊急調査を予

定していたため、まず予定地の試掘調査を実施してみることになった。
① 

試掘調査は、昭和49年11月10日より約7日間実施した。詳細は、報告苔を参照していただ＜

ことにして、調査の結果、当初の予想に反して、縄文時代の遺構、迫物は何ら発見されず、上

層で弥生土器が若干発見されただけであった。この結果だけでは発掘調査が必要と思われなか

ったが、居宅建築工事が当初軽拭鉄骨の予定が鉄筋コンクリート造になり、基礎掘りも約 1m 

前後の深さになるということであるため、出口氏と協議の結果、念のために甚礎掘りの段階で

立合調査を実施することになった。昭和50年 2月7日より基礎掘りに入ったために補助員によ

り立合調査をしていたところ、弥生土器が完形の状態で出土しているとの連絡が人り、現地で

調査した結果、落ち込み状の遺構が少なくともニカ所で認められ、良好な状態で土器が出土し

ていた。この状態から立合のみの簡単な調査では、処理できないことは明らかであるため、出

口氏及び工事施工の阪上建設株式会社との間で協議をすすめたが、工事日程との関係上あまり

期間の余裕をもつことができず、結局 4日間で調査を完了するという制限付の調査になってし

まった。

調査は、東大阪市遺跡保護調査会の協力を得て、昭和50年2月14日より同年 2月17日までの

延 4日間で実施し、井戸遺構2カ所とおびただしい屈の弥生土器が出土した。

試掘調査では、今回の調査で発見した井戸遺構のすぐ横にトレンチを設定していたが、井戸

遺構にかからず、弥生期の包含層も削平されており、井戸迫構そのものしか残っていなかった

ために確認できなかった。このことから、徹底的な試掘調査の必要性を痛感するとともに、遺

構の保存が良かっただけに、調査期間が十分でなかったことが残念である。

調査の実施にあたっては、土地所有者の出口芳興氏及び、工事施工の阪上建設株式会社社長

阪上正治氏には、困難な状況にあるにもかかわらず、大変お世話になった。また、束大阪市迫

跡保護調査会の職員の方々には直接調査に従事していただいた。これらの方々に記してお礼申

しあげます。

① 束大阪市教育委員会 束大阪市哩祓文化財包蔵地調査概報14「馬場川遺跡m」 1975年
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II 位置と環境

馬場川遺跡は、大阪府と奈良県を西と東に分ける生駒山地の西麓、束大阪市の東南隅にあた

る横小路町3丁目から 4丁目に所在する縄文時代から古墳時代にまたがる複合遺跡である。遠

跡の総面積は約75,000m'と推定されている。今回、調査を実施した地点は、遺跡のほぼ中心部

にあたる横小路町4丁目744番地である。馬場川遺跡は、一般に縄文時代晩期の集落址として広

くしられているが、その上層には弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての遺物が広範囲かつ

豊富に出土し、弥生時代から古墳時代の中河内地方の歴史を究明するための必要不可欠な遺跡

となっている。

遺跡は、生駒山地のふもと北に鳴川谷、南に横小路谷という小さな谷川によって形成された

小規模な扇状地の末端部、標高15~20mの間に位醤している。扇状地の西方は、旧大和川水系

によって形成された低湿な河内平野が一面に広がっている。この付近の山麓部は東大阪市の中

部から八尾市にかけて、同じように生駒山地から流れ出た小規模な谷川により形成された扇状地

が連綿と続いて存在している。追跡周辺は、東側に古くからある梨落を除いて、つい最近まで水

田や畑地として耕作されていたが、大阪市より流出した人口が周辺の隣接都市に流入するにし

たがって、居住性のよい扇状地上に住宅地を求めるためか、比較的交通の不便な場所であるに

もかかわらず住宅化の波が押しよせてきている。この結果、最近では遺跡の範囲内の約 5割ま

でが住宅地によって占められている。

周辺の船落址としては、馬場川遺跡と同様の扇状地上に立地するものと少し西方の扇状地末

端に近い低湿地の中に立地するものの 2つに大別できる。前者は、北7kmに所在する大東市の

中垣内遺跡をはじめとして、北より標高15~20mの間につくられた旧東高野街道にほぼそって、 1

kmから 2kmの間隔をおいて日下・芝ケ丘•西ノ辻·鬼塚・縄手遺跡という順に点在している。ま

た、後者の遺跡は、標高 5m付近に存在する植附・鬼虎川・北鳥池・池島遺跡などがあげられ

る。これらの遺跡のうちで馬場川遺跡と同様、縄文時代に発生するものは、日下・芝ケ丘・鬼

塚・縄手遺跡という扇状地に立地する遺跡である。これは、縄文時代において現在の河内平野

が河内混と呼ばれる湖沼であったことに起因していると考えられる。

今回の調査で出土した、弥生時代から古墳時代にかけての遺物を出土する遺跡は、芝ケ丘・西

ノ辻・鬼塚・縄手・北鳥池・池島などである。これらの遠跡のうちで北鳥池・池島の両遺跡は、

扇状地末端部に近い低湿地に営まれた集落址である。このように現在の河内平野の中に集落が

営まれるようになるのは、弥生時代になり、かつての河内潟と呼ばれた湖沼が、旧大和川と呼

ばれる大小の河川の沖積作用により、低湿地となり農耕に利用できるようになったことがその原

因となっていると考えられる。この段階で低湿地に発生する集落は、大小の河川が形成した自然

堤防上などに位置する。鬼虎川・北鳥池・池島遺跡は、いずれもこの例である。

周辺には集落遺跡のほかに古墳も多く存在する。前期に逆のぼる古墳はしられていないが、
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第 1図 周辺図

中期の古墳として縄手遺跡内より上部が削平された状態で発見された円墳のえのき塚古墳や南

1 kmにある八尾市の心合寺山古墳などは、周濠をもった中期の典形的な前方後円墳である。後

期にはいると生駒山から派生する尾根上に多くの古墳が築かれる。その代表例は、北 1kmに存

在する山畑古墳群で約60基の群集墳で構成されている。その他にも北500mにある五里山古墳群

のように数基程度の小規模な群集墳が尾根上に点在している。

このように馬場川遺跡周辺の扇状地は、縄文時代から現代に至るまで人々が生活を営んでき

た場所であり、このことは今後中河内地方の歴史を究明する上で非常に重要な地域となること

を示している。
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Ill 調査概要

今回、調査を行なった地点は調査前に畑地として利用されている所であった。調査のきっか

けとなったのは、前述のように住宅新築に伴なった立合い調査を実施中に弥生土器が出土した

ことによる。調査を実施した範囲は建築予定面積の74mX74mのほぼ正方形である。確認した

遺構は、索掘りの井戸が2碁である。その他の遺構はまったく確認できなかった。遺構のベー

スとなっている現地表下 1m30cmの欽褐色砂質土にいたる層序は、上より耕土・床土・茶褐色

砂質土・暗黒茶色土・暗茶褐色土の順である。遺物包含層としては、地表下80cmの暗黒茶色土

層中より須恵器や後期の弥生土器などが少鼠出土した。この層は、東方よりの流れ込みによっ

て形成されたと考えられる。また、井戸のベースである黄褐色砂烈土直上でも少址の弥生土器

が出土した。以下、発見された 1号井戸と 2号井戸に関していくらかの推測をまじえながら説

明したい。

1号井戸 この井戸は、黄褐色砂質土層をベースに築かれ、上面は長軸 1m90cm、短軸 1m 

70cmのほぼだ円形を呈する。深さ約60cm、断面はU字形をなし底部は淡青灰色砂階にいたって

いる。淡青灰色砂層は、現在でも多鼠の水がわく湧水層である。この井戸は、上面に大型の壺

（四版13最大腹径30cm)と、やや小型の壺（閲版13最大腹径21.5cm)で底部近くに穿孔をもつも

のをすえ、その横に高杯 1個（図29)を横たえた状能で発見された。すえられた 2つの壺は、

胴部中央より上が欠失していた。これらの土器のほぼ直下より器台および甕2個が発見された。

甕は底部がとがり気味の丸底のもの（図62) と外面にタタキを施し平底のやや大型のもの（図

63)が伏せておかれていた。その横に器台（図28)が倒れた状態で発見された。これらの土器が

発見されたレベルより下の堆積士中には、わずかに土器の小片が数点発見されたにすぎない。

井戸内部の堆積土は、さほど複雑な様子を示さない。まず井戸が掘られた後、使用中に起

ったと思われる壁面の崩壊によって形成された淡黒褐色砂質土ないし黒褐色砂質土が、壁面に

沿って堆積する。その後、暗黒褐色粘質土が一挙に堆積している。これは、井戸が素掘りであ

ったため壁面の崩壊が起り、それが原因で井戸が使用不能あるいは、それに近い状態になった

と思われる。それゆえ、暗黒褐色粘質土を埋め土として用い一挙に井戸を埋めたものと考えられ

る。そして、この廃絶に伴って、井戸に対する供献を行なったとみえ、上面の中央部において上下

2回にわたって壺、高杯と甕、器台を完形のまますえた状態でおいていた。なお、 2個づつ置

かれた壺、甕のうち小型の壺と甕が底部近くに穿孔をもっていた。上下 2回にわたって行なわ

れたf共献の時間差は、その出土状況から見て、さほどの隔たりがなかったものと推定される。

2号井戸 1号井戸と同じく黄褐色砂質土層をベースにして築かれた素掘りの井戸で、上面

の形は長軸3.lm、短軸2.4mのだ円形である。深さは約1.3mで、断面はU字形を呈している。底

部もまた、一号井戸同様湧水層である青灰色砂層にいたっている。この井戸の上面に、底部近く

に穿孔をもった長頸壺（図 1)が倒立し、外面にタタキを持つ平底の甕が2個（団48、64)横たわ
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った状態で発見された。この面より下を掘り下げ

たところ中央部を中心に多量の土器片が出土した。

この土器片は、あらゆる器種を含み、完形に近い

ものも多く存在した。この面より下へ掘り進むと

暗青灰色砂質土があらわれ、土器の出土量は極端

に減少した。さらに下へ掘り下げた所、暗青灰色

粘質土層にいたった。この層の上部より完形の壺

1 （図 2)がやや斜めにかたむいた状態で発見さ

れた。この層が2号井戸で最も厚い堆積土となっ
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した土器の投棄壊として利用される。暗茶褐色砂
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したのであろう。しかし、井戸廃絶に伴って行な

ったと思われる供献の際に、井戸中央部付近を掘

り窪め長頸壺 1個、甕 2個を置いたものと考えら t__ 
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N 出土遺物

1.概観

2基の井戸遺構から出土した退物は土器、土製品からなる。土器は、第V様式を構成する基

本的な器種である甕、広口壺、長頸壺、高杯、鉢に手焙形土器が加わり、さらに第V様式以降

に盛行すると考えられる一群の土器を伴っている。これらは素掘りの井戸遺構内に投棄あるい

は置かれた状況で混在することから、遺物は比較的短期間のうちに堆積したものとして把えら

れる。ここでは前者を I類、後者を 1I類と大別して概観したい。

I 類

広口壺 (12)~(13)、(.23)~(.26)

(a) (12)~(13) 短い円筒形の頸部から外反する口縁部が付き、口縁端部を下方に拡張して施文

帯とするものである。口縁端部への施文は、ヘラ描き沈線文＋ヘラ先による刺突文に竹管を押

圧した円形浮文を貼るもの(12)と、櫛描き波状文＋竹管押圧文をもつもの(13)とがある。また、ヘ

ラ描き沈線文と円形浮文をもつ大形壺の口縁片もみられる。

(b)(23)~(26) 短い円筒形の頸部から外反する口縁部が付き、口縁端部は下方にやや拡張する

もの(23)、そのまま面となっておわるもの(24)~(25)、つまみあげ気味にヨコナデした「受口状」の

口縁が付くもの(26)などがみられる。いずれも施文帯とはならない無文の広口壺である。 (23)には

ヘラ記号がみられ、 (23)~(24)には煤が付着している。

長頸壺 (1)~(11)

(a) (2) 円筒形の頸部に外反する口縁部が付き、口縁端部を下方に拡張して施文帯とするも

のである。口縁端部への施文は、櫛描き波状文＋竹管を押圧した円形浮文をみる。器高35cmを

はかる大形の長頸壺で、胴部にはカゴ目が認められる。

(b) (1) 円筒形の頸部に外反する口縁部が付き、端部はそのまま面となっておわるものであ

る。長頸壺(2)の施文帯を除いた器形と類似する。

(c) (3)~(6) 外上方にのびる直口の口縁部が付くもの(3)~(4)、口縁端部をつまみあげ気味に

ョコナデした「受口状」口縁が付くものなど、比較的小形の長頸壺である。胴部に叩き目がみ

られるもの(6)もある。

(d) (7)~(9) 器高10cm前後のミニチュア長頸壺である。いずれも丁寧に作られたもので明褐

色に焼きあがっている。

(e) (10)~(11) 細い筒状の頸部に、腰部力吼長り出した玉ねぎ形の胴部を有するものである。ロ

縁端部はつまみあげ気味にヨコナデした「受口状」口縁となっている。

直口壺 (16)
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球形・平底の胴部に、外上方にひらく短い口縁部が付くもので、口縁端部は薄くおわる。

高杯 (ln~（18) 

(a) (17) 斜上方にのびる杯イ本部より、角度をかえて短く外反する口縁部が付く浅い杯部をも

つもの。脚部は中空である。

(b) (18) 斜上方にのびる杯体部より、角度をかえて長く外反する口縁部が付く深い杯部をも

つもの。この種の杯部は破片でみられ、完形の(18)では直立ぎみの口縁が付く。中実の脚をもつ。

器台 (19)

粘土紐を輪積みした円筒部より上・下にそれぞれ外反する器形である。口縁端部は欠失する

ために施文を行なうものかどうかは不明。

甕 (41)~(5り、 (63)~(65) 

(a) 「く」の字に外反する口繰部をもつものである。口縁端部は、そのまま面となっておわる

もの(48)~(49)、（65)。「受口状」口縁と同様に外側に面をもつが上方には突出しないもの(45)~(46)、

(63)、薄くなってやや反転ぎみにおわるもの(50)~(53)、内弯ぎみに丸くなっておわるもの (54~ (55)、

(64)など種々の形態がみられる。口縁部の成形には、胴部上縁で接合するもの(48)、（45)、（52)、（54)と、

胴部から口縁下半部までが連続し、口縁上半部を継ぎ足すもの(50)、（55)、(64)、（65)や胴上部を折り

返して口縁を作り出すもの(46)、（49)、（51)とがあり、後者には口縁外面に接合痕や叩き目が残って

いる。

(b) 「受口状」口縁をもつものである。口縁端部に平坦面あるいは内傾面を有する口径20cm

以上の大形の甕、 (57!と、口縁部をつまみあげ気味にヨコナデするだめ上端が稜となるもの1(41)-

(44)、（47!とがある。口縁部の成形方法は、大形の(56)、（57)と(43)、（44)は胴上縁で接合し、 (42)、（47)はロ

縁下半部までが胴部と連続するものである。

鉢 (67)-(78)

(a) (77) 「く」の字に外反する口縁部が付き、口縁直下に半円形の把手を有する大形の鉢で

ある。

(b) (78) 口縁端部がつまみあげ気味のヨコナデによって「受口状」口縁となり、腰部がわず

かに外に張る大形の鉢である。

(c) (67) 口縁端部が上方に立ち、上端に狭い面をもつ「受口状」口縁の中形鉢である。イ本部

外面には叩き目がみられる。

(d) (68)-(76) 甕の下半部と共通する器形の小形鉢である。イ本部に＇は叩ぎ目を施すもののほか

に、叩き技法を使用せずに仕上げたために粘土紐の接合痕がそのまま残るもの(70)、刷毛目ある

いはナデによって粘土紐の接合痕を調整したもの(68)-(69)、（75)-(76)などがある。

手熔形土器 (66) 

ドーム状の覆いは欠失するが、体部の開口部分と凸帯部分から推定復原したものである。開

口部分の口縁は、つまみあげ気味のヨコナデによって上端に稜をもつ。
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II 類

2重口縁の壺 (2n、(33)、（34)

球形、平底の胴部に直立する頸部から外反したのち、角度をかえて再び外反する口縁部が付く

ものである。口緑部の内外に櫛描き波状文、直線文の施文をみることが特徴となる。口縁端部はつ

まみあげ気味のヨコナデによって「受口状」となるもの(27)、丸くなっておわるもの(33)、（34)がある。

加飾する高杯、器台 (28)、（29)

2重口縁の壺口縁部と同様の形態をなす杯部が付き、内外に櫛描き波状文をめぐらすもので

ある。脚部は杯部を逆にふせた恰好の裾部が付くもの(28)と、中実の脚柱部から角度をかえて裾

部が広がるもの(29)とがある。 (28)は、中実の脚柱部に径0.8cmの貫通孔を上、下から穿っている

ことと、杯部に 5方向の透しを有することから一応器台としたが、口縁内面を波状文で飾る特

徴からは I類の器台のように上に壺を載せて使用するものかどうか疑問である。

有段杯部の小型高杯 (30) 

水平方向にのびる杯底部から角度をかえて口縁部が立つ有段の杯部に、短い脚柱部から大き

く広がる裾部が付くものである。杯部内外には放射状の暗文が顕著である。

境状杯部の小型高杯 (35)~(40) 

浅い婉状の杯部に、短い脚柱部から大きく広がる裾部が付くものである。杯内部には放射状の

暗文がみられる。色調には褐色系のもの(36)、（39)と、淡赤褐色を呈するもの(35)、(37)、(38)、（40)とがある。

布留式に続く高杯 (31)、（32)

水平方向にのぴる短い杯底部より口縁部が大きく外反する杯部をもつ。脚柱部は中空である。

いずれも淡赤褐色の色調を呈し、器表面にはスリップ状のナデと放射状の暗文が認められる。

胴内面を削る甕 (58) ~ (62) 

(a) (59)、（62) 「く」の字口縁をもち、胴部内面をヘラ削りする甕である。 (59)は口縁端部が薄

くなっておわるものである。 (62)は倒卵形の11阿部に尖り底をもつもので、器厚0.2~0.3cmと薄い。

また、口縁外面に接合痕をみること、胴部には叩き目を残さないこと、底部の中心から半径 5

cmの円形黒斑をみること、褐色を呈し金雲母、角閃石を含むことなどが特徴となる。とくに、

底部の黒斑は尖り底の器体を直立させた状態で焼成する際に生じたものかと思われ、この土器

が平底の土器の焼成方法と大差ない方法で焼かれたことがわかる。

(bl (58)、（60)、（61) いずれも口縁端部をつまみあげ気味にヨコナデした「受口状」口縁をもち、

胴部内面をヘラ削りしたものである。 (60)、（61)は球形に近い胴部に、わずかに平らな面を残すだ

けの尖り底をもつもので、器厚0.3~0.4cmと薄い。内面の削りは、 (62)にくらべて丁寧である。

口緑部は外面に叩き目が残るところから胴部と連続するものとみられる。 (60)、（61)は淡赤褐色を

呈し、砂をあまり含まない胎土を使用しているが、 (58)は暗褐色の色調に金雲母、角閃石を多く

含む胎土を使用している。

以上の I、II類に大別したものの他に、脚台(80)、（81)、異形土器(14）、土製勾玉(15)などがある。
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2.観察結果
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暉 10,61日頸部 わずかに外に11ilく口頚部。口籍端部は1大肉ぎみに立つ。外面ぱ下から」： 0t炎褐色

器i¥':j20.4 への刷毛目 (6本／cm)、内面は右回りの刷毛目。 0金咀：母、角1刈石、 0.1-0.5

6 I 胴 部 悩I本中位よりややFlこhし大径部を有すが外面には条痕の細い叩きが散 cmの石粒を多く含む。

漫(3条／ cm)とつく。叩き目はr.11本下半の接合痕を境に、上は水平方向、 OIIPきl」の条痕内に赤色fili料

下は右上りに施す。内面はナデ，1J,',]整。 が残る。

口径10.2|口頚部 わずかに外に開く直口のに1頻絋口糸坪端部は丸くなっておわる。外面は

即~17.8 タテヘラミガキ。 If!きの痕跡はやや不li)]|lR。内而は11i，1部との接合部付近

を右lg]りの刷毛H(10木／ cm）、その他はナデ刷整。

胴 部 料体中位にJit-K径部を有する。外面は縦方向の刷毛目＋上半部のみタテ

ヘラミガキ。ヘラミガキは接合痕を消すぺ<Ilil始されている。内面も接

合痕を境に上半部は指圧痕十右回りの刷毛目、 F半部は Fから上への刷

毛目脚整。

底 部 しっかりした平底。外底面は中暉み。内底而は右IITIりの浙続的な刷毛目。

0褐色

0金:Jt母、角l刈石を含む。 僻

表而は平滑。

0褐色

疇 ．2I口頸部 外 Ill]きの直口の口頸部。口椋端部は丸くなっておわる。内外面ともに 0褐色

タテヘラミガキ。爪きの痕跡はやや不11/]IIR。 I羹：母、角miを含むn 沿

4 I I胴 部 口頚部との接合部が~II くしまる球形の沿if本。中位に 1,｝大径部を有する。 表面は平滑。

外面は接合痕を消すぺく行なわれるタテヘラミガキ、内面は接合痕を境

に上半：iliは指圧痕＋右回りの刷毛/cl(10本／ cm)、 和1,部はナデ糾整。

口径 7.6

？晶i』13.2

7
 

［J頸部 わずかに外開きでのび、口縁叩l；はヨコナデによって「受口状」にiJ:」： I゚11Jj褐色

げる。端：¥II外面には擬凹線が 2条付く。外1面はタテヘラミガキ。内面は刷 0金’共母、角1刈石を含む。料

部との接合部付近に右回りの刷毛Fcl(7 *I cm)、その他はナデ閤整。 表面は1"きが顕杵。

胴 部 沿体の上から％程のところにJ，し大径剖1を打する。外面のヘラミガキは 3

段階にわかれ、器1本t位と下位を縦）j向に、中位は横方向に,nいている。

内面は指庄痕＋乱方向の刷毛Hc
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番号 法iii;(cm) 個 々 の 特 徴 色聞、胎土、備考

7 底 部 9月部と明lぼな境をもたず、平坦な面を作って底部としている。

口径 7.8 口頸部 わずかに外開きでのび、口縁端部をつまみ上げることによって「受口状」 0明褐色

岱和11.6 に仕上げる。外面はタテヘラミガキ。内面は胴部との接合部付近に右回り 0金冥母、角,~石を含む。器

8 
りの刷毛目 (6本／cm)を施し、そのうえに散浅なタラヘラミカ＾キをかける。 表而Iが＂きが顕井。

胴 剖I lJ1本中位に最大径部を有する。外面はタテヘラミガキ、内面は指庄痕＋

右回りの刷毛目。全体に器厚4-5mmの薄手の土沿である。

底部小さな平底

口径 7.2 口頚部 わずかに外にiJllく口頚部。口籍端部は丸くなっておわる。外面は胴部と 〇明褐色

器高10.2 の境に縦方向の刷毛目 (IO本／cm)、その他はナデ脚整。 0金冥母、角閃石を含む。沿

， 胴 部 沿体の上から％程のところに故大径部を有する。外面は縦方向の刷毛目 表而は平滑。

＋ナデ聞整。

底 部 外面に叩き目をもっ斗底。外底面は中窪み、内底面は右回りの断紐的な

調整痕。

l 

口径 6.3 口頻部 細長い円筒形の口頻部、口籍端部はつまみあげ気味1こヨコナデして「受 OIi月褐色

10 口状」に仕上げる。瑞部外面には凝凹線が一条付く。外面1よタテヘラミ 0金雲母、角I刈石を含む。沿

ガキ、内面ナデ閤整。 表面1が＂きが顕若。

胴 部 沿体中位よりやや下に最大径部を有する王ねぎ形の沿形。外面のヘラミ 0淡褐色

ガキは 3段階にわかれ、器体上位と下位を縦方向に、中位は横方向に内 0金雰母‘角1刈石を含む。沿
11 

いている。内而1よ沿体中位よりやや下の接合痕を境として、上半は斜方 表面は内きが¥炉冴。

向の刷毛目 (9本／cm)、下半は下から上への刷毛目。

広口壺

番号 法址(cm) 佃l ，， の 特 徴 色刷、胎土、備考

口径18.6 口頻部 直立する頻部に、ゆるやかに外反する口縁部が付く。口籍瑞部は下方に Oi炎褐色

12 粘土を補充して拡張し、外面を施文啓としている。文様はヘラ沈線文＋ 0金雲母、角閃石を含む。沿

2頂の竹符文を押圧した円形浮文＋ヘラ先刺突文。外面はタテヘラミガ 表面1よ＂きが顕苔。

キ。内面のヘラミガキは口籍部縦方向、頻部横方向。

口径16.6 ロ類部 直立する頸部に、角度をかえて外反する口縁部が付く。口籍端部は下方 0褐色

13 に拡張して外面を施文帯としている。文様は竹管文＋摘描き波状文(6本 0金共母、角閃石を含む。器

/cm)。外面タテヘラミガキ、内面ヨコヘラミガキ。内面の胴部との接合部 表面は内きが如杵。

付近は右回りの刷毛目 (8本／cm)が残る。

口径15.2 口頻部 直立する頻部に、ゆるやかに外反する口籍部が付く。口籍瑞部は下方にわ 〇褐色

器t,f,25.6 ずかに拡張する。泄面は無文。頻部の内外面には散漫なタテヘラミガキ 0金？t母、角閃石を含む。岱

がみられる。 表面は平滑。

23 
胴 部 岱体中位よりやや上に最大径部を有する府の張った器形。外而は最大径 0屑剖1以下の外面に煤付行。

部を境として上半部縦方向、下半部横方向の刷毛目 (9本／cm)＋タテヘラ

ミガキ。内面は上半部指圧痕＋左回りの刷毛目、下半部は乱方向の刷毛

目。

底 部 不安定な平底。外底面は中窪み。内底而は左回りの断続的な刷毛目。

口径15.6 口頻部 直立する類部に、ゆるやかに外反する口樟部が付く。口籍部は拡張せず、 〇淡褐色

そのまま面をもっておわる。外面縦方向、内面横方向のヘラミガキ。頻 0金'9計母、角1刈石を含む。岱

部と胴部の接合部に左回りの刷毛目 (8本／cm)。 表面の内きはり餌佑

24 
胴 部 岱体中位に最大径部を有する扁平な胴部。同部の接合痕を境に内面の刷 0口籍部外面と胴部中位以下

毛目は原体を異にする。上半部は頸部と同一原体、下半部は目の粗いも の全体に煤付行。

の(5本／cm)をいずれも左回りに施す。外面のヘラミガキも月部では接合 〇胴：料外面にヘラ記号文あり。

痕を消すぺく横方向に丁寧に内いている。沿体中位以下は煤付行のため

聞整手法は観咲できない。

「l径13.2 口頻部 直立する頻部に、角度をかえて外反する口籍部が付く。口籍瑞部はつま 〇褐色

25 応柑li22 みあげ気昧にヨコナデして「受口状」に仕上げる。 0金雰母、角1刈石を含む。 1.3

胴 部 沿体中位に最大径部を有する。最大径部に接合痕。外面は下平部を下か 表面は平滑。
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番号 法黛(cm) 個 々 の 特 徴 色関、胎土、備考

ら上への刷毛目 (7本／cm)、接合部では斜方向の刷毛目を再度行なう。上

25 半部はヘラミガキ。磨き痕は不明瞭である。内面は指圧痕＋ナデ調整。

底 部 不安定な平底。内底面に左回りの断統的な調整痕。

口径13.4 口頸部 直立する顕部に、外反する口緑部が付く。口緑端部はつまみあげ気味に 〇淡褐色

（復原径） ョコナデして「受口状」に仕上げる。頸部外面に上から下への目の粗い 0金雲母、角閃石を含む。器

刷毛目 (4本／cm)。 表面は平滑。

26 
胴 部 大きく肩が張る器形。口頸部とは乾燥がかなり進んだ段階で接合してお

り、胴部上縁の接合面は刷毛目が残る擬口鼻象となる。胴部外面の刷毛目

は口頭部を接合する以前に行なわれたもので、接合後に頸部から胴部上

位にかけて再度の刷毛目刷整が行なわれている。内面は指圧痕＋ナデ調

整。

直口壺

番号 法量(cm) 個 ，， の 特 徴 色調、胎土、備考

口径12.2 口頸部 外上方に開く直口の口頸部。口縁端部はk祁1が薄くなってわずかに外反 〇褐色

器高18.2 する。内而には右回りの刷毛目 (6本／cm)。 0金＃母、角1閃石を含む。沿

胴 部 器1本中位に最大径部を有する球形の胴部。最大径部に接合痕があり、外 表面は平滑。

16 面の刷毛目はこれを境に原体を異にする。上半は上から下への刷毛目 (6 0外面下半に煤付行。

本／cm)、下半は下から上への刷毛目 (7本／cm)。内面は接合痕を境に刷毛

目の方向が異なる。原体はいずれも (9本／cm)のものを使用する。

底 部 小さな平底。内底面は右回りの断続的な刷毛目。

高杯

番号 法量(cm) 個 々 の 特 徴 色刺、胎土、備考

口径22.2 杯 部 斜上方にのぴる杯1本部から角度をかえて短く外反する口籍部が付く。ロ 0淡褐色

器高15 繰部と1本部'(J)境口が内面に稜‘内面に段をもつ 0 口阜屎端部はそのまま面 0金雲母、角I刈石を含む。杯

となっておわる。外面は口縁部から底部まで放射状のヘラミガキ、内面 部岱表面は1"きが顕著。

17 
は口縁部横方向、 1本部放射状のヘラミガキ。内底面は脚部上瑞面を利用

する。

脚 部 中空の脚柱部からなだらかに裾部へと移行する。杯部とは別々に作った

後接合。外面は縦方向の刷毛目 (11本／cm)＋タテヘラミガキ、内面はしぼ

り痕＋刷毛目。裾内面は再度ナデ鯛整。裾端部は丸くなっておわる。

口径22.3 杯 部 斜上方にのびる杯1本部から角度をかえて直立ぎみの口縁部が付く深い杯 011/l褐色

器高18 部。口様部と｛本部の境には外面に稜、内面に段をもつ。口縁端部は外反 0金雲母、角閃石を含む。岱

ぎみに面をもっておわる。 1本部と口縁部とは接合部で剥離しており、体 表面は＂きが訓苔。

部の剥離面は擬口縁をなす。外面は口縁部f本部それぞれにタテヘラミガ

キを施し、内面は口籍部斜方向、 1本部放射状のヘラミガキを施す。内底

18 面は磨きをかけた粘土が剥離して脚上端面がみえている。

脚 部 中実の脚柱部。杯部とは別々に作った後接合。杯底部外面には補強のた

めの粘土を補充する。裾部へはなだらかに移行し、裾端部は丸く、上端

に粘土のはみ出しがみられる。外面は縦方向の刷毛目 (IO本／cm)＋タテ

ヘラミガキ。内面は刷毛目＋ナデ閾整。裾部に径I.4cm(1)円孔が4方向に

穿孔されている。

脚 部 中空の細長い脚柱部。杯部と組み合わせる方法は、杯底部の凸部を捜入 つ褐色

20 して結合するものか。脚柱上部外面には杯部との接合面を補強する粘土 0金我母、角閃石を含む。沿

の剥離痕がみられる。外面タテヘラミガキ、内面ヘラ削り。 表面平滑。

脚 部 中空の脚柱部。ゆるやかに裾部へ移行する。脚柱は上端まで中空で、杯 0明褐色

内底面に円板充填がみられる。脚部から杯部にかけての成形は、比較的 0金雲母、角l刈石を含む。 tB
21 乾燥が進まない段階で杯部粘土を積み上げた連続成形法に近い製作法を 表面は平沿。

とったものと思われる。外面タテヘラミガキ、内面はしぼり痕＋ヘラ削

り。

脚 部 中実の脚柱部。脚柱上端にはヘラミガキがみられることから杯部内底面 0明褐色

22 として利用されたことがわかる。外面には杯部の例雌痕がみられ、杯部 0金冥母、角閃石を含む。岱

とは乾燥がかなり進んだ段階で接合し、ヘラミガキを行なったものと想 表面は内きが額抒。
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番号 l法l1t(cm)

22 

器台

番号 法駄(cm)

19 

甕

惜号 法址(cm)

口径15.4 
岱｝麻23.2

48 

口径16.8
岱店23.4

49 

口径16
沿，岱27.4

65 

口径15.5

（復原径）

50 

口径10
沿品11.4

51 

口径12.8

52 （復原径）

口径15,6

53 （復原径）

個々の特徴

定される。外面は細筋（幅1.5mm)のクテヘラミガキ、内面は指1戊形。 3

方向に径約1cmの円孔ががたれている。

個 々 の 特 徴

1本 部 粘土紐を＇合積みした円筒形の 1本部より＿1::下にそれぞれ外反する IJ籍部な

らびに褐部が付く。口籍瑞部は欠失するが｀淵部を下方に拡張した施文

楳をもつものかもしれない。簡状部内面は指成形、口縁部内面と外面は

いずれもタテヘラミガキ。前状部の上位、中位、下位にそれぞれ径約1
cmの円孔が3~4方向に穿たれている。

個 々 の 特 徴

口籍部 「く」の字に外折し、口縁端部は面をもつ。

胴 祁 沿体の上から％程のところに最大径部を有する。沿1本中位よりややドに

接合1iiがあり、この部分は叩き目が消えて右回りの刷毛目 (8本／cm)閥整

がみられる。しかし、これを境とした叩き目の主軸方向の変化はほとん

ど認められないことから、接合後に沿体全体を逍続して叩いたものとも

みれる。叩き目は太筋の条を有するもの (2.5条／cm)を使用。 内面は

接合痕以下を乱方向の刷毛目、接合痕直下から上は接合痕を消すぺく下

から」？．へ掻き上げている c

底 部 しっかりした平底。内底面に左回りの断税的な刷毛目。

口籍郎 「く」の字に外折し、口籍瑞部は面をもつ。外面に叩き目＋しぼり痕をみ

る。内面に左回りの刷毛目。

胴 部 沿体中位に最大径部を有する。最大径部に接合痕があり、その上下 3cm
程のところにもそれぞれ接合痕がみられる。これらの接合部分は、はみ

出した枯土をナデつけ、さらにその上を縦方向に刷毛目 (7本／cm)刷整す

るため叩き目(3.5条／cm)は消えている。内面1よ沿体下位の接合痕を境と

して、下半は左回りの刷毛目 (6本／cm)、上半は左回りの刷毛目を施すが

粘土紐の痕をよく残す。

底 部 ／i,i平な平底。外面および内底面に指成形痕。

口籍部 外反する口籍部。口籍端部は面をもつ。外面は接合叙と叩き目＋指成形

棋。内而1よ左回りの刷毛目 (9本／cm)。

胴 ：祁 沿体の下から％程のところにrrt-K径部を有する下ぶくれの岱形。外面は

岱1本上位の一部に目の粗い叩き目（2.5条／cm)、その他の大部分は乱方向

にヘラで掻いている。これは故意に叩き目を消したためのものではない。

府部以 Fを接合する際にはみ出した枯土をなで回しているうちに消えた

ものと思われる。内面は蚊大径部の接合痕以下が目の細かい刷毛目 (12
本／cm)が丁寧に行なわれ、屑部の接合痕以下を祖くヘラで1蚤き削る。日

部以ヒはナデ批］整。'）[部は欠失するが、僻形からみて小平底か丸底に近

い利み底であろう。全体に0.8-lcmと厚手。

口緑部 外反する口籍部。口籍端部は沿厚がしだいに薄くなり、反転ぎみにおわ

る。外而に接合痕。接合痕以下に叩き目＋しぼり痕。

胴 部 張りをそれ程もたない器形。外而は叩き目 (3条／cm)＋上から下への刷毛

目(8*/cm)、内面は左回りの刷毛目。開部と口籍部の境界は明瞭な稜

をもたない。

口籍部 短く外反する口籍部。口籍瑞部はt:llq．がしだいに薄くなり、丸くなって

おわる◇

胴 部 沿体の上から％程のところに1，し大径部を有する。内外面ともに1蚤き削り

＋ナデ湖整。

尻¢ 剖i しっかりした平1fふ，

ロ枯部 外反する口籍部、口枯瑞部は沿厚がしだいにii［くなり、丸くなっておわ

る。

胴部 内而1こ斜方向の刷毛目(9本／cm)。料肛〇．3cmと薄い。

口縁部 「く」の字に外反する口籍部。口縁瑞部は沿｝9/.が薄くなって丸くおわる。

端部外面に凹線状のヨコナデ。刷：lll内面にヘラ削 9)は認められないが沿

/'l-0.4cmと薄い。
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色脱、 II台土、備考

色閥、胎土、 1龍占

0褐色

0金1狂母、角1閃石を含む。 1.，

表面は1" きがりIi~ 。

色湖、 IJ台土、（蘭考

〇褐色

0金1れ母、角閃石を含む。0.1
-0.5cmの石粒が沿表面に

みられる。

〇胴部の一部に煤付倍。

〇褐色

0金井母、角閃らを含む。0.1
-0.2cmの石社が器表面に

みられる。

〇褐色

0金共母、角1刈石を含む。0.1
-0.5cmの石粒が岱表面に

みられ、沿表而の凸凹は激

しい。

0器（本中位以下に煤付抒。 2

次焼成による剥離あり。

0明褐色

0金'1t母、角1刈石を含む。

〇褐色

0金＃母、角1閃石を含む。0.1
-0.3cmの石粒が沿表而に

みられる。

0褐色

0金項：紺、角1刈石を含む。

〇淡赤褐色

0金我母、角1刈石の微粒を含

む。沿表面1よ平沿。



帝号 1法駄(cm) 個々の特徴

41 

暉 16.4 口緑部 外折したのち、口砂：)IIをつまみ1：げて「受口状」に9」:．l：げる。＿l:r社は
恥 17.61 丸く。外而は11l]線状のヨコナデ。

胴 部 沿体の上から％のところにJ,t大径部を打する u 最大径は口径と lnl大。岱t
体中位に接合痕を有し、これを境に叩き目の主剌l方向が異なる。上半は

水平方向のもの、 ド半は右 I:りのものを使用。原体は同ーで太筋のもの

(2.5-3条／cm)を使用。内而は全体に右下から左 I'.．への刷毛目 (8本／cm)で
閥整する。

l必 祁 外而lこ粘上のはみ出しがみられる不安定な平底。内底面は下から上へ放

射状に掻く。

色閥、）I台七、 1ii朽

〇褐色

0金衣It}、角I刈石を含む。0.1
-0.3cmの石粒が沿表面に

みられる n

I I 

42 

「l径14.2I 1:椋部 外折したのち、口籍端部をつまみ」：げて「受口状」に1土．1：げる。」：端1よ
?;;,・:i15.5 丸く、外面に凹線状のヨコナデを施す。 1)1月部から折り返した：1li分には接

合痕と、叩き目＋しぼり11{。
胴 部 沿体中位よりやや上にi,}大径部を1iする球形に近い沿形。口絃部との境

界は1り1瞭な稜をもたない。 1,tk径部とそれより 4cm程下に接合痕があり

叩き F1の主軸方向が其なる。上位1よ若F右」：り、中位は水平方向、下位

は右上り。原体はいずれも太筋のもの(2.5条／cm)を使用。？ふ1本下位の接

合部では接合後に縦方向のII「Jき目 (3条／cm)を施している。内而は岱体下

位に左Ir~ りの刷毛 l~I (8 */cm)が付き、接合部以」・」が削毛l1原体によって

左団りに掻き削る。

Jl.' 部 しっかりした平Ji,。クト面下瑞にまで叩き目をみる。外底而は中湘み、内

Ji'(而は左1,,1りの断紐的な刷毛11。

〇淡褐色

0令伐母、角1刈石を含む。料

表而に石粒1;I.l l,,f．たない。
0沿休I；位の接合：翡以下に煤
付,(fo

43 

遁 14,6|ll椋部 外反したのち口砂：il}をつまみ．I-．げて「受lこl状」に仕上げる。」灌I填
(fMI(,i径） をもち、外面に凹線状のヨコナデを施す。

Ill,1 部 沿体中位よりやや」．一．に最大径部を打し、九みをもった t:1形。料体中位よ

りやや下に接合痕があり、これを境に叩き Hのt』III)i向が汎なる。 1点体
は 1一・半部が太筋のもの (2.5 条／cm)、下半部は不明Ill!。内面は全体に｛，•ード

から左」：に1蚤いたのちナデ聞整で沿面を平滑にする。

ト― l l 

[l径14.9

図 I (1111原径）
閤林り19

版

10 

叫点部 外反したのち IJ籍端部をつまみ上げて「受口状」にfI：上げる。 1:gii1i鈍
い稜をもち、外面に11_1]線状のヨコナデを施す。 i191部との境界が接合部。

Ill"1 部 料1本中位よりやや l：にJ,と大径部を有する。岱f1本,.1コ位よりややドにIIJlllfl.な

接令痕があり、これを境に叩き目(/)t軸）］向が真なる。上半部はやや右

上りないしは水平方向、下半部は~/i",'f な右＿I: り。原1本に産 1よみられず太

筋のもの (3条／cm)を使用。内而は全体に右下から左」ー．へ刷毛目原体(4本

/cm)によって掻く。

底 邪 底rfiiを欠失するが11JjIl夕な平底となる。りHilii―F沿まで叩き FIをみる。

0褐色

0金項：1，J:、1り1久J./-「を含む。沿

犬而に石粒は1.13'［．たない。
OMif|i以―ドに煤付:(f。hkk径
部以下2次煉成による i：}i(ri
紺J雌。

OIi/）褐色
0金如サ、角IX)イ1を含む。0.1
-0.2cmの石粒が'/;b表面に

みられる n

0似村本L|9位に 2次焼成の1J.4が

みられる。

I lit16 [」係点部 外反したのち l~I*紐：ili をつまみ」：げて「受 IJ状」に fI:」：げる。心暉 0/仮褐色

44 I（間；iif.）I しを‘翌ば；外面に1叫状のヨコナデを施す。 lI9,1：}|iとの境'I/-1よllll|l≪な稜 01り1l]石が1」.9'r．つ。砂I面に
石粒は ~I-＇［たなし ‘o'~1 部 ,_,籍部との境は、外而のII|Jきl」がヨコナデによって完全に消されている O I Olli』il外面に煤、内I(iにふきこ

内而は刷毛i'Iによるが?・’;/'f.0.4cmと消い。 ほ＇れをみる。

45 

直 15.8l 叫位1 外反する l―I素一郎l;。口籍端部1よヨコナデによって外側に1面を作り」：瑞に稜

岱紐il9.3 をもつ。内面の胴：＼liとの境界はIIJJIIれな稜とならない。

lli;1 ：¥II 沿体の Kから％程のところにJ1!大径部を打する。沿f紅11位よりややドに

接令iiしがあり、これより上は右 I:りの太0)jのII|lき11(2. 5条／cm)、ドは11|J
き11が不IIJII燎。これは故意に消したものではない。内而は左liilりに掻い

た後トテ湛9整。
底 部 しっかりした平1Jt。外面に指I£1iいをみる。外1):~r/ri は中窪み、内底i面は1蚤

取った後ナデ閥整。

Olij色
ott••I 卜 11i. ［IiIX」 (1 を，’~II 0.1 

,・ml}りitd)｛ilt力り岱KIIiii―'）
られる

C.ヽ 外IIiii：休 I ― iV I •.l ,'i , クMol: 
F̀l1 2 •9；況 I代に 1→ 9てか褐
色，•令 し，＂．． 

46 

l.Ii'f..12.8| Ll椋部 外反する 1_|§紐li。I-l叫：i［はヨコナデによって外側に面を作り」：端に鈍

料，計14.8 い稜をもつ。クト17iiに叩き II+しほ＇り ii4。
胴 部 ふtk径部が外{!!!]へそれ程張らない沿／fク。日往＞胴：~li1tk径。沿（木中位よ

9)やや下に接合部があり、この周辺は接合の際になでlwすためかII|Jき1-1

が消えている。 II|J き目は l:'J',t~I が大筋の原1本 (2.5条／cm）を使mする。下

半：\IIの II| ］き l-］はこれよりやや~I| ＜みえる。内而は令体を掻いた後ナデ，楳I

整。

底 部 底l面は欠失するが11）]瞭な平底となる。クト而ド瑞にまで「l[Jき日をみる。

〇褐色

0令我11J:、1り1刈'./iを含む。0.1
叩 iiff後(/)-1:iHn喝表而にみ

られる。

0沿体,1,位以下に煤f,lIf。

II/H7.6I I」象点：¥II 外反する 1_1im。"*匹部はヨコナデによって外側に而を作り」沿1こ鈍 IOi炎1,1j色、一部褐色，＇
63 I沿;,ti30.41 い検をもつ。 l頭の9ト）部との境1iは,;,:（（な校とならない。

9H 部 沿体の 1：から％程のところに J,iki．怜：祁を打し、外側に張りをもった料Jf~ 。

- 13 -



佑号 法址(cm) 個 々 の 特 徴 色脱、 IJ台士、備考

沿1本下位に接合部があり、これを境に叩き目の主軸方向も異なる。叩き 0金雲母、角1刈石を含む。0.1

目は胴部の上から接合部まで右．ヒりの同じ主軸で連紐して叩いたと思わ ~0.3cmの石粒が沿汲面に

れる太筋のもの(2.5条／cm)、接合部以下はこれより面苔な右上り。原1本 みられる。

は同一。接合部には縦方向の叩き目が接合部の閥整のために行なわれて 0最大径部以下の外面に煤1寸

63 
おり、同様の叩き目は最大径部や底部近くの粘土帯接合部にもみられる。 杵。内面下半にこけ＇つきあ

M部の叩き目は上から下への刷毛目 (8本／cm）によって閤整されているが、 り。

叩き目の上をゆる＜掻いただけのものである。内面は接合部以下に左回

りの刷毛目 (8本／cm)、接合部以上は左回りに掻き削っており、砂粒の動

きがみられる。

底 部 しっかりした平底。内而は指ナデする。

口径13.2 口籍部 外折したのち内酋ぎみに立つ。口樟端部は未批l整。外而に接合痕と叩き 〇淡褐色

目＋しほ＇り痕あり。接合痕の上に紐ぎたした粘土を内外面からの指圧に 0金＇兵舟、角 1刈石を含む。0.1
よってつまみ上げて内t0,， ぎみに立つ。これに内外からヨコナデを加えれ cm前の石粒が岱表而にみら

47 ば「受口状」となるものである。 れる。

胴 部 下半を欠失する。 Ilk大径はI」径とほぼ同大。外面に水平方向の太筋の叩 0外面全体に煤付行。

き目 (2.5条／cm)。最大径よりやや下の接合湘を境として右上りに主軸方

向が変化する。内面は右 Fから左上へ掻いた後ナデ調整。

口径17.8 口籍部 外折したのち内舟ぎみに外 J:')jへのびる。口籍瑞部は沿厚が薄くなり、 〇褐色。

54 （復1原径） 丸くおわる。口籍部は内外面ともに刷毛目原体(5本／cm)によるナデ調整。 0金雰母、角閃石を含む。沿必

Hf.I部との接合部外而には縦方向の刷毛目。 面スリ 1•Iti)| ．［ IU 色のIlからり。
口籍部 外IXしたのち内弯ぎみに立つ。口樟湘部は丸い。外面に接合痕。接合痕

口径15.4 以下の叩き目＋しほ＇り痕はヨコナデによって i肖す。接合痕以上は継ぎた 0淡褐色

（復原径） した粘土を若干つまみ上げてこれをヨコナデして「受口状」に近い形態 0金？t母、角1刈石を含む。

55 
に仕上げる。 11附部との境界l;l:IIJl瞭な稜をもたない。胴部外面に太筋の叩 0外面に煤付抒。

き目 (2.5条／cm)。

口径16.5 口籍部 外反したのち内窃ぎみに外 k方へのぴる。外面に接合痕。接合痕以下に 0明褐色

沿ぶ21.1 叩き目＋しほ＇り痕。楼合 fiしより以上に枯土を組ぎたす。 0金其母、角1刈石を含む。0.1
刷 部 沿体中位に最大径部を有する。沿体は/il大径部が大きく外1111]に張り出し -0.3cmの石粒が沿灰而に

たソロパン玉形。蚊大径部にU}J瞭な接合痕。接合痕以上は右上りで主軸 みられる。

方向が連紐するやや細筋の叩き目（3.5条／cm)。最大径部以下は沿1本下位 01i1部以下の外面に煤付若。

64 にもう一条の11月瞭な接合浪がみられ、叩き目の主軸方向もこれを境に上

は水平方向、下は右＿Kりに変化する。これらの接合部分は接合後下から

上への刷毛目 (7本／cm)で測整する。内面は蚊大径部の接合痕以下を左回

りの刷毛目、接合痕以」：は掻いた後ナデ雌整するが粘土紐の継ぎ目が残る。

底 部 わずかな平坦面を有するだけのI）.'部。器1本は立つ。外底面にまで叩き目

が及んでいる。外底面は中窪み。内底而は左回りの断紐的な刷毛目。

口径24 口籍部 ゆるやかに外反したのちn籍端部をつまみ上げて「受口状」に1i：上げる。
Oll)l褐色

57 
（復原径） 上瑞は面をなす。端部外面には1!!l線が3条めぐる。

0金冥母、角1刈石を含む。沿

及而は平沿。

口径28 口籍部 外反したのち口籍端部をつまみ上げて「受口状」にIt上げる。上端は丸 OIIJJ褐色

56 （復原径） くなっておわる。端部外面は凹線状のヨコナデ。内面全体にヨコヘラミ 0金井母、角閃石を含む。岱

ガキを施す。 表面は平滑。

鉢

←→0̂....., 
i 

. I 

番号 法」it(cm) 個 々 の 特 徴 色聞、胎土、備考

口径37.6 口耕部 「く」の字に外反する口紐部。口樟瑞部はそのまま面をもっておわる。外 〇褐色

（復原径） 而に縦方向の刷毛目 (8本／cm)。 0金1t母、角1刈石を含む。0.1

77 1本 部 大部分を欠失する。わずかにクHI!!jヘ張る沿形。口籍部在下に半円形の把 -0.3cmの石粒が岱表面に

手を貼り付ける。把手の貼り付けは1本部の刷毛目刺整が済んだ後の最後 みられる。

に行なわれたもので、欣lJ隧面に刷毛目がみられる。内面はヨコヘラミガキ。

口径36,7 口紐部 「く」の字に外反する口籍部。口樟瑞部はヨコナデによって外1111I1こ面をも 〇褐色

（復原径） ち、上瑞1こ鈍い稜をなす。外面には下から上への刷毛目 (7本／cm）がみら 0金雰母、角1閃石を含む。器

78 
れ、内面はヨコヘラミガキ。 火面は1"きが面井。

1本 部 底部近くを欠失する。沿体中位よりやや上に1,}大径部を有する。故大径 0破損部分の断面に赤色/l/i料
部はわずかに外側に張りをもつ。内外面へもタテヘラミガキ。内面の" が付抒。

き幅の方が太い。

口径24.4
口籍部 外反したのち口籍端部をつまみ上げて「受口状」に1士上げる。 ヒ端は丸 〇淡褐色

67 （復厭径）
くなっておわる。 0金ゴ引母、 f月1刈石を含む。0.1

岱｝，)j!0.8

- 14 -



番号 法址(cm) 個 々 の 特 徴 色閤、胎土、｛付名・

1本 部 外{lllIへ張らない浅い洲形の1本部。底部近くの外面には叩き目の痕跡がみ -0.5cmの石粒が1＆表而に

られる。内外面ともにタテヘラミガキ。 みられるが内面1“"、きがりi
67 底 部 しっかりした平底。外底面は中窪み。内底面は1本部のヘラミガキが及ん 著。

でいる。

口径15.6 口縁部 わずかに外反する口籍部。口縁端部はそのまま面をもっておわる。 〇褐色

沿而11,6 1本 部 甕の下半部と共通する器形。外面は右上りで比較的細筋の叩き目 (4条／ 0金其母、角閃石を含む。0.1

74 
cm)＋右下から左上への刷毛目 (8本／cm)。内面は左回りに掻いたのちナデ -0.2cmの石粒が料表而1こ

刷整。 みられる。

底部部 しっかりした平底。外而にしぼり痕。外底面は中窪み、内底iliiは左回り

に断絞的に掻く。

口径15.2 口縁部 わずかに外反する口籍部。口籍瑞邪はヨコナデによって外(I!!)に面を作り、 〇淡褐色。

75 
岱莉 7.6 上端1よ鈍い後をなす。 0金冥母、角閃石を含む。0.1

1本 部 甕の下半部と共通する器形。内外面ともナデ洞整により叩き目を消している。 -0.2cmの石粒が岱i表而1こ

底 部 しっかりした平庇。外底面中央は大きく復む。 みられる。

口径15 口籍部 わずかに外反する口縁部。口籍部。口縁端部は丸くなっておわる。 〇淡褐色

（復原径） 1本 部 甕の下半部と共通する器形。内外面ともナデ調整により叩き目を消して 0金1t母、角1刈石を含む。0.1

76 沿店 7.6 いる。 -0.2cmの石粒が料汲而に

底 部 しっかりした厚手の平底。外面にしほ＇り痕、内底而は左回りに断税的に みられる。

掻く。

口径 5.6 回籍部 口籍瑞部をあらくヨコナデしただけの直口口籍。瑞部は丸い。 0褐色

沿麻 5.4 1本 部 甕の下半部と共通する沿形。外面は右上りの叩き目 (3.5条／cm)、内面は 0金冥母、角1刈石を含む。0.1

71 左回りの刷毛目 (7本／cm)。 cmiii／後の石粒が沿表面にみ

底 部 平担面をもつだけの底部。 1本部との境はない。器体は立つ。外庇面は中 られる。

窪み。内底面は左回りの断椛的な刷毛目。

口径 4.7 口籍部 甕の下半部の擬口籍を爛整せずにそのまま口縁とする。瑞部は薄く尖っ 〇褐色

沿店 5.4 ておわる。 0金'.1t母、角1刈石を含む。0.1

72 1本 部 甕の下半部と共通する沿形。外面に左よりの大筋の叩き目 (2.5条／cm)、 cm前後の石粒が沿表面にみ

内面は左回りに掻いた後ナデ調整。 られる。

庇 部 しっかりした平底。外底面は中窪み。内底面は左回りに断続的に掻く。

口径13.8 口籍部 甕の下半部の擬口籍を刺整せずにそのまま口籍とする。口籍部内面には 〇褐色

沿裔 8.6 剥離痕がみられることから甕として梨作途中何らかの原因で有孔鉢に製 0金冥母、角1刈石を含む。0.1

作を変更したものと思われる。 -0.3cmの石粒が沿表面に

73 
1本 部 甕の下半部と共連する粘形。外面は叩き目 (2.5条／cm)＋ナデ閤整。内面 みられる。

は右下から左上への刷毛目 (8本／cm）。

底 部 小さな平底。底面に内面から外面に向って穿孔した径 I.2 cmの円孔がみ

られる。穿孔の際外面にはみ出した帖土はそのままにしているため、岱

体を立てることは不可能。

口径13 口樟部 甕の下半部の擬口籍を閥整せずにそのまま口緑とする。瑞部は薄く尖っ 〇褐色

沿邸 6.8 ておわる。 0金冥母、角閃石を含む。岱

68 1本 部 甕の下半部と共通する器形。外面はナデ刺整。内面は右下から左上への 表面は平滑。

刷毛目 (7本／cm)＋ナデ濶整。

底 部 指圧＋しほ＇りで作り出した高台状の底部。内底而は左回りに掻く。

口径14,6 口籍部 指圧痕がみえる。甕の下半部の擬口籍を関整せずにそのまま口籍とする。 〇淡褐色

岱店．78 沿部は薄く尖っておわる。 0金冥母、角閃石を含む。 L3

1本 部 甕の下半部と共通する岱形。クト面1よ枯土紐の痕跡を消すべく下から上へ 表面は平滑。

69 
刷毛目閤整(6*/cm)する。 1本部の成形に叩き技法は使用されていない。 0外面に叩きを使わずしてこ

内面は左回りの刷毛目。外面のものと原体を異にする (12本／cm)。 のような岱形を完成させて

底 部 指圧＋しほ＇りで作り出された高台状の底部。内底面は左回りの断紐的な いることが注目される。甕

刷毛目。 にも接合の後叩きを行なっ

たものがあることが理炉で

きる。

口径13.4 口象桑部 甕の下半部の凝口籍を網整せずにそのまま口縁とする。瑞部は薄く尖っ oll/l褐色

器店 7.0 ておわる。 0金我母、角1刈石を含む。沿

70 1本 部 甕の下半部と共通する器形。外面はナデ調整するが粘土紐の痕跡がその 表面に石粒は目立たない。

まま残る。内面は左回りの目の粗い刷毛目 (5*/cm)。 070と同様叩き技法を使わず

底 部 指圧＋しほ＇りによって作り出された低い甜台状の底部。内底面は左回り に器形を仕上げたものであ

の断紐(I'．」な刷毛目。 る。
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脚台

Ifiり ふIIUmり

裾：¥I！径9.4

79 

褐邸往10,4
80 

手熔形土器

面｝｝ 直 (cn,1

口径22,4
（復原径）

66 

異形土器

,fiり jKI,t¥cml

14 

II 類

2重口縁の壺

番号 法射(cm)

rl径18.6
此：•!i28.3

33 

1_1径19
?，'l，：り27.6

34 

L1径18.8
（復fJ;i径）

27 

fIIi 々 の 1~ m 
脚 部 「ハ」の字形に踏んばった脚粁11。裾端部は水平而となり内側に枯土が1よみ

出す＂内外而とも指成形。沿 Jfわからは台付甕になるものかと息われたが、

脚 l：糸紐11より短く外側に突出した部分の先端が丸くなっておわることか

ら組み合わせて使用する脚台とした。

脚 t¥11 裾／広がりの,1':i台状の脚邪。内外而ともナテ詞整。脚．I；籍から外方に胴紆11
がのびる。沿形からは台付甕になるものかもしれない。刷部の内外面は

下から」：への刷毛l引iJ,¥l整(6,t;:/cm)。

閥 々 の 持 徴

天井部 ドーム状の天：H部は大半が欠失してtり、背面の一部の形状から推定復

原した。外面ナデ閥整、内面には指圧痕。

1本 部 11il口部分の口藉部は、 1本部から「く」の字に外反し、沿部は内もtぎみに

薄く尖っておわる。 LI籍部からくびれて再び張り出す胴部の蚊・大径部に

貼り付け凸帯をみる。凸帯にはヘラによる刻目を施す。凸帯以下の沿形

は急速にすほ＇まる。外面ナデ閤整、内面に縦方向の刷毛目 (7本／cm)。底

部付近は欠失するが一応平底をもつものとして復原した。

佃 々 の 廿 m 
胴 部 手づくねによる扁球形の沿体を 4段以」：積みillねたも1形。 J,｝下段は外面

タテヘラミガキ、内面ナデ閤整による］―＇学な作り。 2段目以上は 2-3
*(/)絹IIい帖紐を指圧によってひきのばした粗い作りで各段の接合痕は11/J
瞭である。この土1＆は外側のJik大径部でも5.5cmと科IIいことから、ドから

胤iに成形、関整を繰り返して製作したものと、世、われる。

底 部 Ill射1部J1わ大径よりわずかに小さな径のlり］IIRな平祖面をもつ。外1＆面は中在み。

個 々 の 特 徴

口頸部 直立する類部から外反したのち、角度をかえて斜」：方に外反する。屈曲

部には外iJii1こ校、内面に段をもっul:.J樟端部はヨコナデによって外側に

而をもち、」：瑞は鈍い稜をなす。内外面ともヨコヘラミガキ。外面に櫛

描さ波状文(4本／cm）、ヘラ先刺突文を、内而に櫛描き波状文を施文する。

櫛原体は左回り。

胴 部 沿1本中位よりやや」：にhk大径部を有する。外側に大きく張り出した沿形。

外面は横ないし斜方向のヘラミガキ。頻部直下に櫛描き直線文、 i皮状文、
波状文を施文する。内面は最大径部の接合痕以 Flこ部分的な刷毛目澗整

を行なう以外、指庄痕＋ナデ調整による。

底 部 IIJJll(t な平Jj~ ながら外底面が咽曲しており、沿体を立てることは困難である。

1こl頻部 ゆるやかに外反する舅瑯から角度をかえて叫和11が外反する。屈曲部に

は外面に棧、内而に段をもつ。口籍瑞：¥llはクトil!!]を丸くおさめ、」：i乱は鈍

い校をなす。口籍：祁外面に櫛描き i皮状文(4本／r.m）と竹符を押圧した 2個

1 対の F•IIfク浮文を 4 方向にもつ。波状文は櫛1点体を左匝l りに動かせたも
ので、円形浮文の部分で波状が乱れることから浮文貼り付け後の庭文と

息，われる。また、頸部―F端の胴部との接合部分にはヘラ刺突文を有する

貼り付け凸術がめぐる。

胴 部 h't1本 143位に J,~• 大径：｝li を有する球形の胴部。外iliiiJ:J,U径部を境として．I:
半はヨコヘラミガキ、 ド半ぱタテヘラミガキ。頻部直下に櫛描き波状文、

直線文、波状文を施文。内 1面は一部に刷毛 I~ がみられるが大半はナデ閥

整。接合11•いが~Ii苔にみられる。

底 部 しっかりした平1氏。外底面は中暉み。

叫h：祁 直立する頻部から外反したのち、角度をかえて斜 k方に外反する。屈曲

部は外flii に後、内面に段をもつ。「1素点端部はつまみ 1•• げて「受 I_1状」に
f.1• 上げる。「7籍瑞：~I外而に竹竹文、屈tlu:i|IIこ竹行を押 1玉した 2 個 1 対の
lllJfク浮文を施文する。内而は右Iilりのヨコヘラミガキ。
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色，潤、 l(i―l:．fiik 

0乳赤色

OO. l-0.5cmの石粒が沿表面

にみられる。

OW［内地方のII台上ではない。

0赤褐色

0石粒は1恥'Lたないが卓欠1'[。

色洪． llki.. fiiと

0褐色

0金井母、角1刈石を含む。O,l 
cm1ji/後の石粒が沿t表面にみ

られる。

色潤． n（Ir.. 90与

0褐色

0金3t母、 fり1刈石を含む。O.I 
cm1ifl後の石粒が沿J狐iにみ

られる。

色 、IIti土、（蘭考

OllJI褐色

0金'1tll}、fり1刈石を含むuO,J 
-0.3cmの石粒が？3k面に

みられるが、 1"きも以芥で

ある。

011/j褐色

0令我母、角1刈石を含む.0.1
-0.3cmの石粒が沿表面に

みられるが`IOきも'Jli'Jfで
ある。

OIIJj褐色

0令共母｀角IXJ石を含む，沿

k面は平滑。



加飾する器台、高杯

1 番外• I法1,t(cm)

|」径19.6

沿枯':il5

28 

l l 

(1月々の特 m
杯 部 形態は 2,T(1_|t及の壺1こIt点部に類似し、斜 1-．方に短くのびた杯底：i|iより、

角度をかえて直立したのち外反する 1ごl椋部が付く。屈曲：iliはクト面に稜、
内面に段をもつ。 l」籍端部は 1::ドに払張し、 Jこ・ド瑞は稜をなす。瑞部内

外面にはそれぞれ櫛描き波状文(5本／0.6cm)を施文し、屈曲部にも波状文

をみる。櫛瓶1本の動きは左回り。外而ヨコヘラミカ＇キ、内 iliiクテヘラミ

ガキ。口籍部には隅丸三角形状の穿孔が5方向に行なわれている。穿孔

部の断面にもヘラミガキがみられる。施文ののち穿孔したもの。

脚 部 科II長い中空の脚柱部。裾部の形態は杯部を逆にふせた恰好のもの。脚柱

部外面はクテヘラミガキ、括部外面はヨコヘラミガキ。内而はナデ~J整。

中空部は径 1cmでJ-．下から穿孔したもの。裾部には径 0.7 cmの1リ孔が上

下段にそれぞれ4方向びたれている。

口径18.3 杯 部 形態は 2重口籍の磁「l1位 1に類似する。口縁端部は27の壼r1糸点：祁と同様
犀 10.91 の「受口状」に位l．．げる。口印齢li1人」面には櫛描き i皮状文(7本／cm)が2

帯めぐる。 1-1籍：iじ外面にも波状文を施文する。櫛／＂ i｛本は左回り。外而は

ードから I'.．への刷毛目 (6本／cm)＋タテヘラミガキ。内面は横方向の刷毛目

29 I I +タテヘラミガキ。

脚 部 中‘Kの脚柱：祁。脚仕J:面1よ杯1J..JIj§面として接合後にヘラミガキを行なっ

ている。裾部は脚柱部より角度をかえて広がり、端部は下端に悛をもち

外側は丸くおさめる。外面は縦方向の刷毛目＋ヘラナデ、内面は左Iilり

に掻いたのちヘラナデする。

有段杯部の小形高杯

番号 法l1t(cm) 個 々 の 特 徴

l~ I 径 12.5 杯 部 斜上方にのびる杯底部から角度をかえて口鼻東部が上方に立つ。屈曲部に

沿i：'|ill.2 は外面に1JFIIIRな稜、内面に段をもつ。口緑端部は外而に1!!1線状のヨコナ

デ、上端は）しい。杯庇部は外面放射状の細筋のヘラミガキ、内面は横方

30 向の刷毛目 (6本／cm)＋放射状ヘラミガキ。外面の放射状ヘラミガキは1ごl
緑部から連絞して施したもので、口縁部ではII府文状となる。

脚 部 短い中空の脚柱部より角度をかえて大きく広がる裾部が付く。外而は科lI
筋(I)タテヘラミガキ＂内面は脚柱部し 1まり痕、裾紆li左回りの刷毛l弘

境状杯部の小形高杯

番号 法1,t(cm) 個 々 の 特 徴

11径124 杯 ：糾 浅い婉状を旦する杯部。口粒端部は）しくなっておわる。外1/iiは横方向の
35 (iUIl;itt) 細筋のヘラミガキ、内而はII;\•文状のヘラミガキ。

11径II 杯 ：祁 JH状の杯：祁。 I ~\籍i~:\111よ丸くなっておわる。外1面は横）i向の舟lliTh(/) へラ

36 （復1煤径） ミガキ、内而はII}わ文状のヘラミガキ，杯外底面には脚沸の判離iliiと惰さ

し1J・しがみられる。

杯 部 脚柱 I：而を杯内底I(iとして接合後にヘラミガキを行なっている，，外i面横
37 方向、内而縦｝j向の細筋のヘラミガキ。

脚 部 細い中空の脚柱部。外面縦方向のヘラミガキ、内而ヘラ削り。

38 
脚 部 細い中空の脚柱：¥II。脚柱＿I'.．部に杯部粘上の例離痕。外而縦方向の 11の細

かい刷毛目 (12本／cm)。内而はしほ＇り痕＋ヘラ削り。据部は欠失する。

褐：Wifl7.2 脚 ：祁 短い中空の脚柱：＼liから角度をかえて大きく lムがる裾：)IIが付く 。姻瑞部は

39 
(iUI点径） そのまま而となっておわる。外面は縦方向のヘラミガキ、内imは脚柱部

しぼり痕、梃：祁は横方向の刷毛i'I(8本／cm)＋タテヘラミガキ。裾部には

径0.7cmのl'l孔が5方向にがたれている。

齢祁径18.1 脚 ：¥II 脚柱部は欠失する。裾：¥IIは1J..J,がぎみに大きく広がる岱形n 枇拙：¥IIはその

40 （復/(,i径） まま面となっておわる。クト面は縦方向の1°1の礼l1かい刷毛17(12本／cm）`仏j
面も左圃りの刷毛II。
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色L1~ 胎土'(lff l',・ 

OIIJI褐色

0金戌拇、角1刈石を含む。沿

必面は1村きがり／it'/。
0脚柱,1」'尖部が杯底部にまで

歪ることと、杯1二l籍：lllに二

角形状の透し穴をびつこと

から沿台とした。しかし、

口緑沿部内面にi皮状文を施

すことなどからは、第Ji様
式の沿台と同様の用途かど

うかは不明。

O I号井戸出J.

Oil)]褐色

0令戌：母、角1刈石を含む。0.1
-0.3cmの石粒が閤｝｝；而1こ
みられるがItf きも ~/i'I/ であ

る。

01号井戸出土

色聞、 II台土、 9械it,・

l'),1:U,l色
) 1r !t 1'）．19IPl {, t. (9し・-i’; 
ki/ii1IIf‘‘l，,l1rf片

,) rr-11即沿3/1WIii油 iか1、1,I(.
と・tlI:It9i l~ 間 1lo.＇）t; ft,． 

u.J,11k i (、I事dl• I ヽ ！［夕泊i /{• と
止通1、:,

色，世］、 II合土、 fii月・

0淡赤褐色
0金~t:1サ、角,i)石の微粒を含
む。）lt」:9れ良n

〇褐色

0令項聘、角1刈石の微粒を介

む。沿｝J而は1f9きがり(i井：。

0淡褐色

0令1(：母、角1刈石の微粒を含

む。 沿U{i面は 1H きが~,i・杵。

〇淡赤褐色

0令項'.1サ．角l刈石の慮粒を含む，

0褐色

0金itkt、角lXl石を含む。1・’i
-m面は平滑。

〇淡赤褐色

0令il:/i):、1り1久1イiの微粒を含

む。 II介土精良。



布留式に続く高杯

番号 法:ht(cm) 個 ，， の 特 徴 色調、 1]台土、備考

口径22.3 杯 部 水平方向にのびる短い杯底部より、角度をかえて斜上方に大きく外反す 0淡赤褐色

31 
る口縁都が付く。口籍端部は丸くなり、内側に若干肥1厚する。内外面と Oil合土精良で含有物'l'［の観釈

もに横方向のヘラナデ刷整。内而はその上に放射状のllif文を施す。底部 は因難であるが金＃母、角

と口縁部は接合部ではずれている。 ！刈石の徴粒は認められる。

脚 部 中空1/)脚柱部。裾湘は欠失する。脚柱上面は杯内底部となり｀杯部との 0痘61-62と同様の色閤、 JI台

接合後ヘラミガキが行なわれている。外面は縦方向の刷毛目 (10本／cm) 土。

＋タテヘラミカ＾キ。内面はしほ＇り痕がそのまま残る。裾部は欠失する。

口径26.4 杯 部 形態は同上。口籍瑞部は丸くなっておわる。外而1よ目の粗い刷毛目 (6本 0淡赤褐色

/cm)＋ヘラナデ関整。内面はその上に放射状の暗文を施す。 031と同様の）I台土。

32 脚 部 形態は同上。裾郎は欠失する。外而は縦方向の刷毛目 (15*/cm)＋タテ

ヘラミガキ。内面はしぼり痕がそのまま残る。

甕

番号 法凪(cm) 個 々 の 特 徴 色閤、 1)台土、備考

口径18,2 口籍部 胴部からゆるやかに外反する。口籍瑞部はヨコナデによって外側に面を 〇淡赤褐色

沿甜27 もち、 t．端は稜をなす。外面ド半部には叩き目がみられることから、胴 OJI台土精良で含 1.『物質の観'~
部との境は叩きを行なった後に折り返したものであることがわかる。 は困難であるが、金雲母、

胴 部 沿f本のJ:から％程のところに最大径部を打する例卵形の沿形。器f本中位 角閃石の微粒は認められる。

よりやや下に接合痕があり、これを境に叩き目の主軸方向は変化する。 0外面下半に煤1寸行。

接合痕以上は右上りで主前1I方向が迎続する1JrJき目。接合痕以下はり朗序な 01号井戸出土

60 右上りの叩き目。この下半部の叩き目は接合部分において上半部の叩き

目の上に行なわれていることから、下半部の叩き目は接合後のものとみ

られる。叩き目原体は同ーで比較的細筋のもの(4条／cm）を使用。接合部

ではさらに下から上への刷毛目 (10本／cm)脚整を行なう。内面は下半部

が下から上、上半部は左回りのヘラ削り。沿原0.4cmと薄い。

底 部 わずかに平担な面を残す尖り底。底而にまで叩きが及んでいることから

も平lkを保とうとしたものではなく丸底を指向している。

l 

口径18.6 口籍部 「＜」の字に外反する口籍部。口籍端部はヨコナデによって外側に面をも 〇淡赤褐色

沿高23,2 ち、上瑞は稜をなす。外面下半に叩き目がみられ、胴部との境1よ折り返 OJI台土精良で含布物i'i．の観察

（復原値） しによるが、折り反しは鋭角をなし内面には鋭い稜がめぐる。 は困難であるが、金雲母、

胴 部 沿形中位よりやや上に最大径部を有する球形に近い器形。外面の叩き目 角1刈石の微粒は認められる，．

は右」：りで主軸方向をほぼ同じくするもので、接合痕ならびに叩き目方 0外面全体に煤付符。底部近

61 向が変化する明瞭な一線をみい出すことはできない。胴部全体を連紐し くだけにはみられない。

て叩いたようにもみえる比較的細iJ7jの叩さ目 (4条／cm)である。叩き目の

上には部分的に叩き目原体によってナデたような痕跡、さらに胚部近く

には下から上への刷毛目 (6,1,;/cm)がみられる。内面はF半部が下から上、

上半部は左回りのヘラ削り。 P.'llf/.0,3-0. 4cmと薄い。

底 部 わずかに平担な面を残すだけのほとんど丸底に近いもの。

口径15.6 口籍：｝l「＜」の字に外反する口籍部。口籍湘部はやや内笥＇ぎみとなり、九くな 〇褐色

岱私24 っておわる。外面に接合痕あり。口籍中位までは折り返しによって成）fれし、 0金＃母、角1刈石を含む。0.1
その上に粘土を補充して口籍瑞部を成形する。 cmlii/後の石粒が沿表面にみ

62 胴 部 群体の上から％程のところに最大径部を有する倒卵形の沿形。外面は全 られる。

体を目の細かい刷毛目原1本(15本／cm)によって掻いており、叩き目はみら 01号井戸出土

れない。内面は下から上へ粗くヘラ削りしたもの。沿1!1-0.3cmと薄い。

底 部 尖り底ぎみの丸底。尖底頂部を中心に径10cmの円形黒斑がみられる。

口径16.4 口縁部 「＜」の字に外反し、口縁端部はつまみ上げぎみにヨコナデして「受口状」 〇淡褐色

58 
（復／）尻径） に仕上げる。上端は鈍い稜となる。内面左回り、外面縦方向の刷毛目 (11 0金雲母、角1刈石を多く含む。

*!cm)が認められる。 岱表面平沿。

胴 部 内面右回りにヘラ削り。口籍部との境は鋭い稜をみる。 0沿形は甕62に類似するが！）台

土、焼成は異なる。煤付行。

口径16.9 口籍部 「く」の字に外反し、口籍端部は薄く丸くなっておわる。外面をヨコナデ OIi的貨褐色

59 
することによって瑞部は反転ぎみとなる。 0金冥母、角l刈石を含む。

胴 祁 r,]の張る沿形の外而には右上りの比較的細い叩き目 (4条／cm)＋縦方向の OCI緑部の沿）ftは甕53と類似

刷毛目 (7本／cm)をみる。内面は左回りにヘラ削りする。岱I'/.0.3-0.4cm. する。煤付行。
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V ま と め

1. 遺構について

今回の調査で発見された遺構は、索掘りの井戸 2基である。土猥とすべきかもしれないが、

井戸と認定した理由は 2基とも湧水層の淡青灰色砂層を底としていたことによる。 2基の井戸

からは、いずれも廃絶時などに土器を使用して「祭祀」が行なわれていたことがしれた。すな

わち、 1号井戸の廃絶時においては、上下の 2回にわたり、下では甕2と器台1をセットとし、

上では壺 2と高杯 1をセットとして祭址を行なっていた。 2号井戸は、底部で 1回壺を使用し、

上面で 1回甕 2と壺 1を使用していた。

1号井戸で見られた祭祀形態は、この時期の井戸遺構に対する祭祀を考えるうえで重要なもの

であろう。また使用された土器のセットからは、この時期の土器の使用状況を示していて興味深い。

2基の井戸の使用期間は、ベースとしては、あまり強くない砂質土に掘り込んだ索掘りのも

のであるため、さほど長期にわたるものではなかったと考えられる。

2. 出土土器について

第V様式以降の土器は、弥生時代から古墳時代への移行期の時代相を反映したものとして、

さらに地域間の社会的関係や誤落内部の様相を考察する際の重要な資料として近年とみに注目

されつつある。馬場川遺跡もこのような移行期に営まれた集落の一つとして、昭和48年には第
① 

v様式土器が、昭和50年には布留式土器が地点を異にして出土している。今回、報告を行なう

井戸遺構出土の土器は、第V様式と布留式の中間を埋める資料として、中河内地方の一集落に

おける実態を示す好資料となるものである。ここでは、前項で観察した土器の編年上の年代観

と馬場川遺跡にみる特色についてとりまとめを行ないたい。

井戸遺構出土土器の年代観 中河内地方の第V様式土器は、束大阪市西之辻遺跡各地点の土

器に代表されるように、畿内第V様式の土器研究の標準資料となっている。なかでも第V様式

初頭に位置づけられる西之辻 I地点出土の上器は、第N様式の特徴を残す貴重な衣料として、
② 

その編年上の位置はほぼ動かし難いものと考えられている。しかしながら、第V様式を 3型式
③ 

ないしは 4型式に細分した場合、中葉以降の段階を明確に規定し、他地域の土器とも比較検討

できるようなまとまった資料には、なお充分なものは認められていなかった。このような状況

のなかで、第V様式の中葉以降の土器を甕にみられる叩き技法の発展過程として把えて細分す
④ 

る考えが、都出比呂志氏によって公表された。それによると、第V様式の新しい時期の甕は、

『疵の外反する口縁部を胴部成形後に新たに接ぎたしてつくる手法以外に、胴上半部上端の口縁

相当部分が外反するように連続的に叩き伸ばし、さらに頸部のクビレ相当部分を外から両手で

絞って口縁部を作り出し、その後口縁部の端をつまみあげ気味にヨコナデ調整を施す』「口縁叩

き出し手法」と「叩き締め」によって器壁を薄くする手法、さらに『成形第 1段階を除いた胴

上半部では、タタキメ方向を1可回も変えることなく連続的に施す』「連続ラセンタタキ方法」と

によって特徴づけられるとして、このような製作手法の発達を段階的に把えて第V様式中様以

降に上六万寺式、北鳥池下層式の各標式を設定した。そして、 『西之辻E(D)式や上六万寺式
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と北島池下l¥7i式との間には、 「叩き締め効果」の点においても「連続ラセンタタキ手法」の点

においても一つの飛即的な進歩がある』と考えた。さらに、北鳥池下陪式の次に設定した上田

町 I式については、『北鳥池下層式と上田町 I式との共通点は大きいが、内面ヘラ削り技法の存

否をより重視するとヒ田町 I式を次期への大きな変わり目と考えることができる』としている。

以上のように、中河内地方の第V様式土沿は、 3型式ないしは 4型式に細分されており、西

之辻 I式以後の各段附の編年観には甕の製作方法の変造が非軸となっていることがわかるので

ある。このような研究成果を踏まえて井戸遺構出土の土器をみてみよう。

2基の井戸迫構から出土した土器は、きわめてバラエティーにとんだ岱形から構成されてい

る。しかもこれらの土沿は、索掘りの井戸内より多くは完形に復元できる状況で出土したこと

から遺構か継続した短かい期間に投艇あるいは置かれたものと思われ、また、 1号井戸から胴

内面を削る甕や加飾する浩台高杯、 2軍口緑壺が出土し、 2号井戸から 2m口緑壺や布留式に

続く高杯が出土していることからは、 21.tの井戸迫構の時期差についても大きな隔たりがある

とは認められなかった。従って、いまこれらを喪の内而ヘラ削り技法の存在から上田町 I式期

の土器とすれば、甕において内面を削るものと削らないものとが混在するだけでなく、壺、高

杯などにおいてもそれぞれ新旧の器形が混るという特色をもつことになる。そして、このうち

I類の甕は、内面ヘラ削り技法が馬場Ill迫跡において出現する直前の様相をも同時に示してい

ると考えられる。そこで、各沿形の類例を中、南河内地方の他追跡に求めてみた。（表 1)

第V様式末の土器 この表をみると、広口壺(a)、長頸壺(a)、高杯(a)などの堺形は第V様式Iifj

半期に比定される西之辻 I地、点、 E地、点の土器にすでに類例がみられることがわかる。また、
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長頸壺(e)、高杯(b)などは、第V様式中葉以降に編年上の年代観をもつ上六万寺遠跡、北島池遠

跡下層に類例がみられる。甕の口縁形態も同様で、「く」の字に外反し端部がそのまま面となっ

ておわる形態や口径20cm以上の大形の「受口状」口縁は第V様式初頭にはみられる形態である。

このように形態からみると、井戸遠構出土の土器から知られる第V様式末の土器は、前半期に

すでに出現している器形が駄的には滅少しながらも残存することがわかる。しかし、そのいっ

ぽうで長頸壺(e)、高杯(b)のような第V様式後半期に現われる器形が加わり、「受口状」口縁が庶

の口縁形態の半分近くを占め、無文の広口壺や長頸壺や鉢にも同様の口緑形態をみることなど

がこの時期の土器に顕著であるといえよう。

また、第V様式土器の推移をあらわす甕の製作手法には、 「口緑叩き出し手法」や「連続ラ

センタタキ手法」が認められる。 「口縁叩き出し手法」によって製作された甕は、確認できる

ものだけで 19個体中の 9’個体に認められ、第V様式初頭にみられる口縁形態の甕もこの製作

方法によっていることなどから、第V様式末の甕には器形にかかわらず用いられた手法と考え

られる。 「連続ラセンタタキ手法」は北島池遺跡下層出土の比較的大形の喋に特徴的であるが、

井戸遺構出土の土器には大形のものが少ないこともあってかやや稚拙な惑じを受ける。さらに、

比較的大形の甕(63)、（64)などのように胴部最大径が口径をはるかに浚ぐものは「叩き締め効果」に

よると考えられ、都出比呂志氏が「連続ラセンタタキ手法」と「叩き締め効果」が顕著になる

段階として設定した北島池下層式に製作手法のうえでは近い内容を示すものとなっている。し

かし、これらの手法を駆使した結果とされる球形胴は、北鳥池遺跡下層出土の土器ほど顕著な

ものではないこともまた事実であり、器形の面でも第V様式前半期の残影がみられることなど

により、井戸遺構出土の I類の土器を北鳥池下層式そのものとして比定することには躊躇する

のである。このように、中河内中部の生駒山地西麓という限られた地域に存在し、同じような

編年上の位置を占めると考えられる 2つの遺跡の土器にも、共通する特徴とともに大きな相異

点が存在するのであり、この相異点は次の II類の甕からもうかがえるのである。

第VI様式の土器 井戸追構出土の II類の甕をみると、甕(60)、（61)は全体の器形において尖り底
(5) 

を有する古相の上田町 1I式甕に類似することがわかる。ところが淡赤褐色を里し、砂粒をあま

り混えない胎土からは、馬場川遺跡で製作されたものか搬入されたものかは決めかねるものの

少なくとも暗褐色を呈する上田町1I式甕そのものではないといえる。また、甕(62)は、「く」の

字に外反する口縁端部が丸くなっておわり、倒卵形の胴部外面には叩き目を残さない特徴ある

土器であり、 I類の土器に類似した胎土を使用することからは馬場川逍跡において製作された

ものとみなすことができる。これら 1I類の甕は、 1号井戸内で甕(62)とI類の甕(63)とが並んで出

土し、その下に甕(60)の出土が認められていることから、 I類の平底を有する甕とともに製作使

用されたものであることが確認できる。また、畿内の各地で出土することが知られている暗褐

色の上田町1I式甕が搬入されていないことも事実としてあげられる。従って、馬場川遺跡にお

いて胴内面を削る烈わが製作されているにもかかわらず I類の甕に球形胴、丸底化が顕著でない

ことの理由は、馬場川遺跡における II類の甕が生活様式のなかでの一定の用途のためにだけ少

凪が生産されたものであるゆえ、畿内各地へ搬出する程の大批の上田町1I式甕を生産した地域

での型式変化の様相とは本質的に異なることによると考えられるのである。

上田町1I式甕は吉備地方からの伝播とされる内面ヘラ削り技法が畿内において先に達成され
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⑥ 
ていた球形胴、丸底化した甕に受け人れられて出現したものと考えられ、それゆえ北鳥池下層

式にみる球形胴化は型式学的に上田町1I式甕の出現を説明する際の一つの段階として意義をも

つものと思われる。しかし、北烏池逮跡にも束大阪市域以外の胎土を使用した胴内面を削る甕

が出土していることからは、北鳥池下層出土の土器そのものが上田町1I式甕へと直接連らなる

ものでないことが知られるのである。このようなことから、中、南河内地方における第V様式

末以降の土沿にみられる球形胴、丸底化の傾向は上田町 1I式甕を製作したと想定される中河内

南部～南河内北部のより限定された地域において典型的にみられる現象と考えられ、その他の

地域においては北鳥池下層の土器のように球形胴化が進みながらも次期の内面ヘラ削りを行っ

た甕は搬入されている場合や井戸遠構出土の土器のように球形胴、丸底化の傾向はみられるも

のの、未発達のまま内面ヘラ削り技法を間接的に受け入れたと思われる場合など、さまざまな

地域色をみることがでぎるのである。

最後に、壺、高杯の器形をみると、広口壺(a）、長頸壺、高杯(a)、（b)の I類に伴って 2重口緑壺、

加飾する高杯、器台、有段および婉状の杯部をもつ小型高杯、布留式高杯の祖形と思われる高杯な

どの II類が出土したことが特色となろう。これらは、出土状況からみてf共献のために井戸遺構

に投棄あるいは置いたものと思われることから、井戸遺構に行なわれたf共献の様式は I類の壺、

高杯によって行なわれた供献様式から I、II類が混った（共献様式へと変化する傾向が考えら

れる。これらを全体として把えると、馬場川紙落では、集落内部において第V様式土器を中心

とした生活様式の残影のなかに、新しい器形にもとずいた生活様式が組み合わされていたこと

が推察される。そしてそこに、 I、II類の土器を包括して第VI様式と把える意義をみい出すこと

ができるのである。井戸遠構出土の土器は、短かい期間の所産として複雑な内容を提示するも

のとなったが、ここにみる供献様式も小型精製土器の出現を境としてより定型化された古墳時

代の供献様式へと変化するものと考えられ、その定型化に古墳時代の新しい生活様式の成立を

認めるものとなるであろう。

注

① 「馬場川遺跡m」 東大阪市教育委員会 1975 

「馬場川追跡発掘調ft概要N」 束大阪市教育委員会 1976 

② 小林行雄「弥生式土器集成賓料編」大阪府枚岡市額田町西之辻逮跡 I地点の土器 1958

佐原 真 「弥生式土器梨成本編 2」畿内地方 1968 

③ 小林行雄氏は西之辻遺跡各地点の土器の変遷を第V様式を西之辻 I式、 E式、 D式の

順に考え、坪井消足氏は西之辻D式のあとに唐古45号堅穴上層式を加えた。

④ 都出比呂志 「古墳出現前夜の集団関係」 考古学研究第20巻第4号 1974 

⑤ 原口正三 「大阪府松原市上田町遺跡の調査」 大阪府島上高校研究紀要 3 1965 上

田町遠跡第 1層出土の胴内面を削る甕も暗褐色を呈するものと報告されていることか

ら、この種の土器を上田町II式喋と呼ぶことにする。

⑥原口正三、前掲⑤、都出比呂志 前掲④
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